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論文審査の結果の要　旨
＼
潅漑は，自然降雨が不十分かもしくは偏った降雨パターンにより作物の用水需要量を満たせな
い乾燥地・半乾燥地において，主に行われてきた．濯漑開発は，世界の多くの地域における食料
不足や飢饉の発生問題を解決するという広範囲に及ぶ目標が掲げられてきた．そして，実際に貧
困の緩和や食料の安全保障，主に農村の人々の生活水準の向上等に大きく貢献してきた．しかし，
潅漑開発に必要な地表水に恵まれながら，資本，専門技術，その他め条件が不十分なため，信頼
性の低い天水農業に依存している国は多い．これらの国にとっては，′まず潅漑開発を優先的に先
行させることが最も重要セある．しかしながら，、食料問題解決のための最重要施策として実施さ
れた潅漑開発が，完成後その管理が不適切なため，「正の効果」以上に「負の効果」を発揮する垂
例は多くみられる．「負の効果」の具体例として，ウォーターロギング，塩類集積，侵食，堆砂，
水が媒介する病気による健康被害などが挙げられるが，これらは事業の監視と管理が不適切なた
め起こるものである．農地の塩煩集積は，不適切な管理が行われている潅漑地区にみられる最も
一般的な「負の効果」であり，地球上で人口圧と食料需要の増大に伴いますます潅漑開発が推進
される一方で，潅漑農地の耕作放棄が進行しつつある原因のひとつである．本研究では，この問
題に着目し潅漑開発と潅漑管理の必要性と両者の調和について論究した．前者の事例として，水
資源に恵まれながら潅漑開発が進まず，食料不足に悩むエチオピアを，後者の事例として，潅漑
農業は展開されているものの塩類集積に悩む中国内陸部の潅漑地区をそれぞれ取り上げた．
最初のエチオピアにおける事例研究は，同国の最重要課題である人口増加に見合う食料自給の早
期達成に必要な要件について論じた．まず，世界的に注目され′ている干ばつの発生傾向について
分析した・千ばっは周期的に起こってお．り，5年以上連続して起こる大干ばっの発生間隔は，19
世紀以前では平均62年であったが，最近20年間では4．8年に大幅に短縮していることが判明し
た．このことから，適切な対策をとらなければ，その被害はますます甚大になることが予想される．
次に，天水条件下での，主要作物の水需給環境について検証した．その結果，ほとんどの作物は
その生育時期において，作物用水量（ＥＴ。）が有効雨量／（Ｅｒｆ）を上回っており，天水に大きく依存
した作物栽培こそが同国における食料不安と飢饉の最大の原因のひとつであることを解明した．
国民1人当たりの年間穀物生産量は，最近40年間に60ｋｇも減少しており，天水農業では増加す
る食料需要を賄うことは不可能であり，適切な対策をとらない限り食料不足は将来的にさらに悪
化することとなる．この事例研究の主な提案は，食料援助に依らないで食料自給－を達成し，国民
の栄養状態を改善するために，利用可能な土地資源と水資源（各未利用分95％）を，例えばその
30％，50％，75％と中長期目標を設定して開発し，潅漑農業を推進することである．加えて，マ
イクロキャッチメント型ウォーターハーベスティングは降雨量が作物用水量に比べて不十分な場
合は，作物生産の改善に有効であることから，その普及を適切に進める必要がある．飢饉のたび
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ごとに食料援助を待つのではなく，潅漑開発を獲めるための資金と技術援助に対する国際社会の
支援が強く望まれる．
次に，開発後「負の効果」に悩む事例研究については，中国陳西省大嘉県に位置する洛恵渠潅
漑地区の洛東区3．2万ｈａを研究対象地区とし，約80観測点の地下水および土壌データを定期的
に観測・収集し分析を行らた．分析結果から対象地区で進行している塩類集積過程と原因の究明
を行った．各観測井で観測した現地データは，地形的位置データ，地下水位，地下水の電気伝導
度（ＥＣｗ），井戸周辺土壌（表土）間隙水のＥＣ（ＥＣｐ），表土の体積含水率（ＭＣ）等である．この
結果，研究対象地区における主な塩類集積過程は，1）地下水の毛管上昇による塩類集積，2）塩
分濃度の高い地下水を継続して潅漑利用したことにより生じた塩類集積，3）井戸の掘削残土（高
塩分濃度）を圃場面に締固め盛土したことによる塩類集積，4）地区内の地形特性および排水特性ノ
に起因して起こる排水不良部の塩頬集積，に分類できることが提案された．以上のことから，こ
の地区における塩類集積過程を防ぐ対策として，効率の良い排水システムの構築による適正な地
下水位の制御，塩類準度の高い地下水利用の制限，塩横波度の高い掘削土の圃場への無秩序な投
棄の防止，地表排水阻害箇所の修復・整備などが挙げられる．対象地区の中央部と北部はＥＣｗと
ＥＣｐともに高いことから，より詳細な追跡調査が必要である．さらに，中央部と北部に北東部を
加えた地域では，今後ナトリウム化に対するさらなる継続調査が必要と考えられる．
これら2箇国における事例研究で得た成果は，「潅漑の開発と管理」というテーマで統合するこ
とができる．「潅漑の開轟と管理」の中核的使命は，その利用可能な水資源，土地贋源を潅漑農業
のために開発することを必要としている国と先進国が，事業のライフスパンを通して，管理面に
しっかりと照準を合わせることにより，はじめてその目的を達成し，持続可能性を満たすことが
できる．さもなければ，一方では劣悪な潅漑開発と，もう一方では塩額集積問題に伴う可耕地の
耕作放棄そして最終的には食料不足問題を誘発するという悪循環が形成されることになる．
本研究で得られた包括的な成果は，半乾燥・、、食料不足地域における潅漑開発と潅漑管理技術の
発展に大いに寄与するものと期待される貴重な知見であり，学位論文として十分な価値を有する
ものと判定した．
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